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会 議 記 録 

 

会  議  名 平成２９年度第１回魅力ある屋島再生協議会 

開 催 日 時 平成２９年７月４日(火) １０時００分～１１時３０分 

開 催 場 所 高松市役所 ３階３２会議室 

議     題 

(１) 役員の選出について 

(２) 魅力ある屋島再生協議会会則の改正について 

(３) 平成２８年度の事業報告について 

(４) 平成２９年度事業計画（案）について 

【報告事項】 

・景観まちづくり刷新モデル地区の指定について 

公 開 の 区 分 ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開 

上 記 理 由  

出 席 委 員 

佃委員（会長）、池本委員（代理：立居場様）、石川委員、 

岡委員、大廣委員（代理：竹本様）、 

小柳委員（代理：片桐様）、寒河江委員、佐々木委員、 

新福委員、十川委員、十河委員、土岐委員、長谷川委員、 

福田委員、藤本委員（代理：斉藤様）、戸来委員、 

横関委員（代理：黒川様） 

傍  聴  者 2 人 

担 当 課 及 び 連 絡 先 政策課 839-2135 

    

審議経過及び審議結果 

議事に先立ち、今年度新たに就任した委員の紹介を行った。 

 

次の議題について協議し、下記の結果となった。 

 

議事(１) 役員の選出について 

・魅力ある屋島再生協議会会則第５条第２項の規定に基づき、委員の互選により会長

を選出した。また、魅力ある屋島再生協議会会則第5条第3項の規定に基づき、会長の

指名により副会長及び監事を選出した。 

会長  佃 昌道 

副会長 岩佐 武彦 

監事  佐々木 正隆 

監事  佐野 正 

 

議事(２) 魅力ある屋島再生協議会会則の改正について ※資料１  

・本協議会の会則改正（案）を事務局から説明。委員からの質疑・意見等はなく、改

正案のとおり承認された。 
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審議経過及び審議結果  

議事（３） 平成２８年度事業報告について ※資料２，３，４ 

・平成２８年度事業報告について、事務局から報告し、収支決算の監査結果につい

て、監事から報告した。委員からの質疑・意見等なく、報告のとおり承認された。 

 

議事（４） 平成２９年度事業計画（案）について  ※資料５～１０ 

・平成２８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について、事務局から説明し、報

告のとおり承認された。 

 

【主な質疑・意見等】 

（委員） 

・屋島山上拠点施設が実施設計に入るのですが、水族館との関係とかはどういうもの

になるのか？ 

 

（観光交流課） 

・拠点施設は、当然隣接する水族館との一体的な利用ができるような形を想定して設

計を進めている。 

 

（委員） 

・せっかく拠点施設に学習コーナーができるので、そこに屋島の自然・歴史をしっか

りと展示していただくと、市民の方が自信を持って世界に発信できるようになる。 

 

（委員） 

・屋島では、地球の歴史から考えると特別なことが起きているので、是非多くの方に

知ってもらえるような展示ができればよい。 

 

（委員） 

・屋島に自転車と歩行者が上がれるようになると聞いたが、あの坂を自転車で降りる

時のことも考えているのか？安全対策など。  

 

（事務局） 

・高松市道としての市道としての供用開始になる。市道は基本的には、自転車・歩行

者も通行できるというのが前提である。自転車・歩行者対策については、ポールを

設置するなどの安全対策を講じる必要があると考えており、警察や道路管理者も含

めて検討、協議している。最終的には、安全対策をした後に、市道として供用開始

する。 

・特に下りる時はスピードが出るので、安全啓発の看板など、注意喚起をしながら自

転車・歩行者が登れるようになった時の対策を最大限講じていきたい。 
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審議経過及び審議結果  

（委員） 

・夜景がかなり綺麗だということで、通行時間が伸びるとよい。 

 

（事務局） 

・屋島の夜景は綺麗と言われている一方で、あまり知られていないところもある。無

料化の機会に、夜景についてはもっとＰＲしていきたい。 

・観光地として、夜遅くまでとなったときに、治安の問題とか、山上にお住まいの方

の理解も必要と思う。夜景を売り出すことも必要ということから、しっかりと協議

しながら決めていきたい。 

 

（委員） 

・北嶺の遊鶴亭などは多くの方に見ていただきたい場所である。ただ、来てすぐに帰

るのではなく、なるべく滞在してもらって、北嶺から長崎の鼻に行くようなことも

楽しんでいただけたらと考えている。 

・最近、海外の方とすれ違ったりもするので、特に欧米の方とか韓国の方とか、トレ

ッキングを楽しまれる方が多いと聞くので、そういった方にＰＲしていければと思

っている。 

 

（会長） 

・環境省がサインの整備をしようとされているわけだが、例えば、石に対しての説明

をあまりないのかなと思ったりする。ジオパークとの連携というのも新しい見所に

はなる。特に、遊鶴亭から下りるところでは、ほとんどサインもないような状況と

思う。 

 

（委員） 

・屋島活性化基本構想で４４の施策を掲げて、これは実質的に着手、又は完了されて

いるという中で、ドライブウェイの無料化や拠点施設の整備といったものが進んで

いる。 

 

（会長） 

・ドライブウェイの無料化、拠点施設や北嶺の整備など、今まであまり形として出て

なかったのが、だんだん見えてきた。 

・一方で、実際に歩いたりとか自転車で行ったりするとどうなるのかというのは、ほ

とんど経験もしてない。そういう意味では、実証実験をするなどして、どのように

使っていくかを具体的に考えていくようなことが必要ではないか。 

・北嶺の整備計画についても、一度、北嶺を歩いてもらって、「ここにこういうもの

があればよいのでは」というものが出てくると、実際に環境省にも提示できると思

う。 
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審議経過及び審議結果  

報告事項  景観まちづくり刷新支援モデル地区の指定について  ※資料１１  

・特に意見なし  

 

 

 

―以上で審議終了―  

 


